
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2023.5.11 

第 256号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆★活動報告★☆ 

3月 9日 ROBA3月例会・理事会 

4月 13日  ROBA4月例会・理事会  

 

☆★事業の予告★☆ 

5月 11日（木）ROBA5月例会・理事会 

5月 21日（日）定例総会 10時～12時 

  福井市ボランティアセンター（ハピリン４F） 

6月  8日（木） ROBA6月例会・理事会 

       第 1回カーフリーデー実行委員会 

6月 18日（日） さばえ環境フェア（嚮陽会館 9:30～15:30） 

 

 

祝！ のりのりマップ 第２０版発行 

＊関連記事 ２～３ページに掲載 

善光の一言 38                 普段の生活って・・・ 

 

 “還暦”を楽しむ富山の善光です。 

 大型連休明け、新型コロナの分類が５類に格下げ？されましたが、 

最近人々の動きも活発になってきました。各地のお祭り、イベント、 

観光地などは大賑わい！ 有名な飲食店は大行列！ 大勢が密集して 

ても特に気にする様子はなし！ 皆さん、ここ数年の自粛生活などの 

ストレスを発散しているのでしょうね。 

さて３年ほど続いた自粛生活ですが、またコロナがまん延することなくコロナ前の“普段の生活”

が続くことを願うと同時に、“普段の生活”のありがたさを感じる今日この頃です。 

写真は、５月５日の上市町にある「おおかみこどもの花の家」。全国からたくさんの家族連れが訪

ねてきてくれました。７割くらいがマスクなしでした！ 

 



ふくいのりのりマップ 20 版発行しました   MAP 部会 林  博 

今年は 2003 年に発行して節目の 20 版。今年も昨年と同じく、表紙つき MAP は 3,000 部、これ

から製本ですが総会に間に合いそうです。ミニマップ 6,000 部はすでに到着して、県市への寄贈の段取

り中です。表紙は例年の流れを勘案してマゼンタ寄りの薄いピンク色としました。 

5 月 8 日には新型コロナウィルス感染症が「5 類」に引き下げられ、インフルエンザと同じ位置づけ

になりましたが、電車バス君のマスクはまだ継続としました。こうやって並ぶとすごい！ 

     

今年度版の改訂内容は、来年 3 月の北陸新幹線に合わせて改訂を控えているのか少な目で、連休前に

は入稿できました。ただ、印刷先ですが、これまで長らくお世話になった P 社の印刷対象商品から外さ

れてしまい、改訂版の更新印刷ができませんでした。やむをえず、いろいろ探して G 社にしましたが、

データチェックや３D で仕上がりチェックまでやってくれ、かえって安心して入稿できました。ただし、

費用は 2,3 割 UP です。価格には反映させなくて済みそうですが、有効活用よろしく。 



 

 



編集後記 ・・・編集委員より一言 

内田（発行責任者） 

「5 月 21 日定例総会を行います。可能な限り対面で

の参加をお願いいたします。今年度中に NPO 法人か

ら任意団体への移行を提案する予定です。」 

林(変集長) 

「先日メトロでチャップリンの『独裁者』をみてきま

した。きわめて今日的な内容でした。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

作／漆嵜 耕次 

事務局  特定非営利活動法人 

    ふくい路面電車とまちづくりの会（ＲＯＢＡ） 

９１０－８０３１ 

福井市種池 1丁目１９０５－３ 

ＴＥＬ：０７７６－２５－７９６８ 

ｅ－mail ： roba@mbh.nifty.com  

ＵＲＬ：http://roba.cocolog-nifty.com/roba/home/ 

 

 

 

みゆきちゃんのおでかけ日記 Part42 

草花の季節が始まったけど… 

こんなタイトルで書き始めました。季節によって草花のトップシーズ

ンは異なるのですが、厳しい冬を越えて芽吹き始めた 4月から 5月は、

色々な花の開花が始まりますね。 

でも、でもでも…ここ何年か、3月の気温が高く 4月に低温になり、

5月に夏日・低温になる傾向が続いていますね。そして猛暑の到来と、

近年は夏がとても厳しく、草花（園芸）にとっても農作物（農業）にと

っても夏越しが非常に困難になってきました。 

今までは「冬越し」をどうしよう”(-“”-)” と対策をしていましたが、

近年は「夏越し」をどうしようと毎年のように悩みます。そして同じよ

うな話を北海道をはじめ全国で同じように困ってると聞きます。 

ところで、近年の猛暑っていつから？なのでしょうか。たしかに猛暑、

危険な暑さ、記録的猛暑とニュースで聞きますが、猛暑は「最高気温が

35℃以上」を指すようです。真夏日で一括りにしていましたが、なるほ

ど…再認識しました。そして「近年」は 2010年頃からの事のようです。

すでに 13年目に入りましたので、意外と年月が経過していました。 

本題に戻りますと、この猛暑。日本の夏は本当に高温多湿です。梅雨

が開けたと同時に『ザ！多湿、ザ！猛暑』です。いつが昔なのか名言で

きませんが、昔の福井の真夏はここまで多湿だと感じたことはなかった

ような気がしますが気のせいでしょうか。 

猛暑続きの暑さは庭木や花木などの植物には非常に過酷な環境で、水

をあげてもすぐ乾きます。水やりが追いつかない・土の中の暑くて、水

やりがお湯をかけるのと同じ現象になってしまい、根が傷み・葉焼けや

葉枯れの原因になることも。そんな時は土がヒンヤリするまで水をあげ

続けます。そして、今まで普通に育てられていた植物も育てにくくなっ

た、なぜか萎れてしまったり枯れてしまったりして、上手く育てられな

いことも増えました。 

水やりは根が浅い草花に限ったことではなくなってきました。これま

で樹木系は水やりの必要性が高くありませんでしたが、ここ数年は低木

樹木なら水やりした方がいいかな…どうかな？という機会が増えまし

た。街路樹の低木も夏枯れしていますもんね。 

今年も猛暑になるのでしょうね(;^ω^) 今年こそ

は庭の暑さ対策、ツバメの暑さ対策（パラソル、寒冷

紗、打ち水等々）を実行しようと思います。 

 

mailto:roba@mbh.nifty.com

	news256-1（修正版）
	news256-9
	news256-9-2
	news256-10

